
クリスマスクリスマス
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（12 月 28 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　クリスマスが近づくにつれてだんだんと闇が深まってくる
この時期、礼拝で示された５つの目的を読み進めるごとに私
自身の心の黒さ、汚さ、罪、自己中心に気づかされては押し
つぶされそうになりました。教会に導かれたときの自分から
比べると身も心も生活も変えられ全てを新しくされ神様のた
めに何ができるんだろうとワクワクしていた洗礼を受けたと
きの思いや、結婚にむけて自分とパートナーと向き合って良
い家庭を築くために先生や教会の家族みんなに支えられ励ま
されて心から結婚を喜んでいたときの思いが薄れ、いつしか
自分ばかり我慢しているような気持ちになって向き合うこと、
祈ることがおろそかになり、神様の恵みを浪費する生活になっ
ていました。
　こんな自分だめだ。神様や支えてくれている人たちの思い
を無駄にして…。自分なんかにここにいる資格はないんだと
教会にいく足も重たくなって、それでもどうして良いかわか
らず神様に泣きついて祈ったときルカの福音書１５章が導か
れました。父から受け継いだ財産を湯水のように使い果たし
た放蕩息子が父親の使用人になってもう一度やり直そうと
帰ってきたとき、父親が手を広げて抱きしめるシーンが心に
浮かび、こんなに自分勝手な私でさえも帰りを待っていてく
ださる神様の愛はどれほど大きく深いのかと自分の小ささ、
弱さを思い知りました。だから神様に祈り、依り頼む。
　私のこのどろどろの汚い心の中にお生まれになり、私の罪
のために十字架にかかられたイエス様に心から感謝し、悔い
改め、クリスマスの本当の意味をしっかりと受け取りたいと
思います。

エレ19章～25章 　水22金24

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
今週の通読箇所は 19 章～ 25 章になります。この箇所は
エレミヤが神の言葉を伝えても悔い改めないイスラエル
の民、またユダの国の歴代の王や偽預言者と呼ばれてい
る者たちへの言葉となっています。神の思いは真に悔い
改める姿でありますが、まったく違う偶像崇拝、人身犠
牲をしていたりと悪から立ち返ることができませんでし
た。そのため 19 章～ 20 章では「捨てられる神の民」と
いうまとめがされてしまいました。21 章～ 23 章は歴代
の王に対する言葉が書かれています。24 章では２つのい
ちじくのたとえがあり、良いいちじくと悪いいちじくに
分けられることが書かれています。良いいちじくはバビ
ロン捕囚の中で「主であること知る（エレミヤ 24:7)」よ
うになり神に立ち返り、国の再建に向けた民になれると
記しています。25 章においては迫り来る神のさばきにつ
いて書かれています。この言葉は民全体に取り次がれた
言葉でした。そして神のさばきは全世界におよんでいく
ものとして書かれています。イスラエルの民の動向が全
世界に影響を与えてしまうことが分かります。神は私た
ちをどれほど愛しておられ、神と共に歩むことを望んで
おられるのかが分かります。その愛に応える 1 週間とな
りますように。
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「祈りの力」
　クリスマスの時期をどのように過ごされているで
しょうか。しなければならないことに追われて、落
ち着いて大切なことに向き合えなくなっていないで
しょうか。さて、皆さんは問題が起こった時、どう
対処していますか。起きた出来事にだけ目を向け、
どうして起こったか原因を考えない、そして人のせ
いにしてしまう・・・。過ぎてしまったことは仕方
ない・・・。そうすると、次にどうやって問題を起
こさないかを考えるのではなく、もう問題が起こら
ないためにはそのような環境にならないようにす
る、人間関係も断ち切る、もう関わらない、そんな
解決を選んでしまいます。

　　1.祈りの力　
神様に思いを言葉にして、祈りとして伝えているで
しょうか。心を鎮めて神様に語ると 2 つの言葉が
聞こえるはずです。神様からの正しい御言葉と、こ
れまでの生き方でできた価値観から出す答えです。
ダビデはサウル王の嫉妬から命を狙われた状況にお
いても、サウル王をそうまでさせてしまった自分自
身の咎に目を向け、神様が咎を示して下さったこと
に感謝をし、祈りをささげています。詩篇の解釈が
できなくて、ここにふさわしい文章を入れてほしい
です。なくてもおかしくなければこのままで。「主
を待ち望む者は新しく力を得、鷲のように翼をかっ
て上ることができる。走ってもたゆまず、歩いても
疲れない。」（イザヤ 40：28～ 31）と聖書は約束
しています。自らの力や方法に頼まず、神様に頼っ
て下さい。

　　2.神様に信頼していますか？
ユダヤ人であったダニエルは、ペルシャの捕囚の地
にあっても神様を信じていたので知恵にも知識にも
秀でて、敵国の王に尊敬されました。王に信頼され
たダニエルの存在に怯えた大臣達はダニエルを陥れ
るために、王以外の者に祈りをささげることを禁じ
る法律を出しましたが、ダニエルは神様に祈りをさ
さげることをやめませんでした。そして、ダニエル
は獅子の洞窟に投げ込まれるという処罰を受けるこ
とになりました。しかし、神に信頼していたダニエ
ルは獅子の洞窟に落とされても神様は必ず救って下
さると信じて祈りました。「私の神は御使いを送り、
獅子の口をふさいでくださったので、獅子は私に何
の害も加えませんでした。それは私には罪のないこ
とが神の前に認められたからです。」（ダニエル書
6：22）聖書の中には艱難の中にあっても神様は問
題の中から救い出して下さると信じて、考えを変え
ず、投げ出さず、逃げなかった例え話が多く記され
ています。祈らなければ神様の答えを聞くことはで
きません。私達は今遣わされているいる地で起こる
問題に対して祈って、向き合っているでしょうか。
イエス様は「あなたがたのだれがパンを欲しがる子
どもに石を与えるだろうか。魚を欲しがるのに蛇を
与えるだろうか。まして、あなたがたの天の父は、
求める物に良い物を下さるにちがいない。」（マタイ
7：7～ 11）と言われています。苦しい荒野を歩ん

できたかもしれません。荒野を歩んだことには意味
があります。神様は全てを益として下さいます。代々
継承されてきた罪によって、私達の人生に悪いこと
が起こるようになりました。私達の代で終わらせな
ければなりません。神様は問題が起きた時にだけ祈
ればご利益をくれるのではありません。間違った道
に進んでしまった私達を二度と誤らないように、も
う傷つかないようにしたいと思っておられます。幸
せになってほしいと願っておられます。心を鎮めて
祈りで神様と会話をして神様の思いを知って下さ
い。神様との信頼関係を大切にしましょう。

　　3.神様からの啓示を理解していますか？
聖書は神様からの言葉による啓示です。また、イエ
ス・キリストは神の姿を現した啓示です。それらだ
けではなく、神様が創造した自然の中にも啓示があ
ります。川の流れに、太陽の光に、月、星を眺める
ときに神様の力を感じます。大自然の中には神様を
感じる風景があります。今、素晴らしい環境にいて
感謝できているでしょうか？　与えられた環境で喜
びに目を向けてみて下さい。喜んで行えば全てうま
くいきます。与えられた環境に感謝する目に変えれ
ば全て祝福されます。神様が、今、あなたにこの環
境を与えた啓示を理解しましょう。

　　4.奇跡は祈りから
神様は光を失い、真っ暗で何も見えなくなった人生
に光をともして下さいます。「何も思い煩わずに、
あらゆる場合に、感謝を持ってささげる祈りと願い
によって、あなたがたの願い事を神に知っていただ
きなさい。」（ピリピ 4：4-7）私達の存在自体が奇
跡ですが、神様は私達の人生にもっと素晴らしい奇
跡を起こしたいと思っておられます。私達はろうそ
くのようです。神様に火をともしてもらい、自分を
すり減らしながら生きています。外に出れば風で火
は消えます。また、火をつけてもらうために教会に
通っているのです。何度も繰り返しているうちに強
い火になります。そうなると私達の火を誰かにとも
すことができすようになるのです。それが神様の栄
光を現すことです。

自分を見つめましょう
何のために神様が自分を造ったのか理解できるよう
に神様に聞きましょう。その目的が分かると正しい
方法で解決を求めることができるようになります。
神様は私達が光り輝くことを望み、そして神様の用
意した計画に私達を用いようとされています。神様
は必ず答えて下さいます。祈りは奇跡を起こします。
祈りから神様の正しい答えを聞きましょう。

何のために神様が自分を造ったのか理解できるよう
に神様に聞きましょう。その目的が分かると正しい
方法で解決を求めることができるようになります。
神様は私達が光り輝くことを望み、そして神様の用
意した計画に私達を用いようとされています。神様
は必ず答えて下さいます。祈りは奇跡を起こします。
祈りから神様の正しい答えを聞きましょう。

連絡事項
・12月 23 日（火）はふるさと主催のクリスマス
パーティーが開催されます。当日参加できる方
は是非、スタッフまでお声かけください。
・来週は 2014 年最後の礼拝になります。1年の
感謝を携えておこしください。


